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奄
美
こ
と
ば
の
言
語
景
観

ダ

一Ｉ

ル
・
ロ
ン
グ

問
題
の
所
在

ソ
シ
ユ
ー
ル
の
時
代
か
ら
、
方
言
学
の
み
な
ら
ず
、
言
語
学
者

一
般
は
話
こ
と
ば
を
研
究
の
主
な
対
象
と
し
て
き
た
。　
一
方
、
言
語
生

活
研
究
で
は
、
書
き
言
葉
を
用
い
た
言
語
行
動
も
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員

の
社
会
言
語
学
的
日
常
に
お
い
て
、
文
字
言
語
が
大
き
な
役
割
を
呆
た
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
ぁ
る
。
　

、

生
活
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
る

一
つ
の
要
素
と
し
て

「日
に
見
え
る
こ
と
ば
」
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
主
張
は
近
年
、
注
目
さ
れ
つ

つ
あ
る

「言
語
景
観
論
」
の
出
発
点
で
あ
る
。
日
本
語
を
対
象
と
し
た

「言
語
景
観
論
」
に
は
Ｆ
ｏ」
ｏ
（い００３
、
ω
Ｒ
″
●
”
ａ

ｃ
ｏ００

な

ど
の
研
究
が
あ
る
。　
一
方
、
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
た
方
言
学
の
本
で
は
、
以
前
か
ら
カ
タ
チ
の
な
い

「
こ
と
ば
」
を
、
よ
り
現

実
の
物
に
し
て
い
る
の
は

「方
言
看
板
」
の
写
真
で
あ
る

（柴
田
一
九
人
人
、
杉
村
一
九
九
六
な
ど
、
本
部
一
九
九
七
な
ど
、
郡
一
九
九
七
）。

地
元
人
と
観
光
客
と
の
間
の
間
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
と
し
て
、
看
板
や
標
識
と
い
っ
た
不
特
定
多
数
の
受
け
手

（読
み
手
）

の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
字
言
語
の
実
例
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
中
に
使
わ
れ
る
地
域
言
語
の
使
用
実
態
や
そ
の
社
会
言
語
学
的
、
社
会
心
理

学
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
一　
景
観
と
そ
の

「意
義
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ズ
ベ
イ
ン
市
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
角
を
曲
が
つ
て
突
然
図

１
の
光
景
が
日
に
映
つ
た
と
す
る
。
こ
の
中
国
風
の
門
を
見
た
だ
け
で

「あ
つ
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
に
来
た
ん
だ
」
と
思
う
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
工
的
な
光
景

（ま
た
は
山
な
ど
の
自
然
な
光

景
）
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
は
自
分
の
環
境
を
意
識
す
る
。
ま
わ
り
に
あ
る
光
景
が
変
わ

れ
ば
、
人
間
の
環
境
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
る
。
こ
れ
が

「景
観
」
を
研
究
す
る
意
義
で
あ
る
。

円
な
ど
の
建
造
物
を
見
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
言
語
的
要
素
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

人
は
自
分
の
環
境
を
意
識
す
る
。
図
２
と
図
３
は
同
じ

』
　
　
プ
リ
ズ
ベ
イ
ン
市
の
標
識
で
、
ト
イ
レ
や
地
下
鉄
の
ホ
ー

「
　
　
　
ム
、
道
路
の
名
前
が
英
語
と
漢
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

漢つ
　
　
　
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
「そ
う
か
、
こ
こ
チ
ヤ

″
　
　
イ
ナ
タ
ウ
ン
な
ん
だ
」
と
人
は
認
識
を
改
め
る
一
こ
の

ナ

示

“

臨

　

よ
う
に
、
人
が
環
境
を
意
識
す
る
と
き
に
影
響
を
ヶ
え

チ
道
　

る
言
語
的
要
素
の
こ
と
を

「言
語
景
観
」
と
言
う
。

図
　

　

「
言
語
景
観
」

含
温
ｃ

，な
ｏ
し

は

「景
観
」

曾
え
，

な
ど
こ

の
言
語
と
関
係
す
る
部
分
で
あ
る
。

図 1 オーストラリアのプリズベイン市の

チャイナタウンの景観

図 2 チャイナタウンの中国語表示
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図
４
は
言
語
景
観
の
良
い
例
で
あ
る
。
大
平
洋
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
空
港
に
あ
る
、
到
着
す
る
お
客
さ
ん
を
歓
迎
す
る
こ
の
看
板
は

標
準
英
語
と
地
元
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
の
両
方
で
書
か
れ
て
い
る
。
ノ
ー
フ
オ
ー
ク
語
と
は
　
〇
〇
年
前
に
タ
ヒ
チ
語
話
者
と
共
語
母
語

話
者
と
の
接
触
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
接
触
言
語
で
あ
る
。
ク
レ
オ
ー
ル
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
準
ク
レ
オ
ー
ル

（ｏ̈
８
σ
ｅ

と
呼
ぶ
べ
き
か
、

隠
語

＾
留
０

と
呼
ぶ
べ
き
か
、
研
究
者
の
間
で
そ
の
分
類
に
開
す
る
論
争
が
続
い
て
い
る

Ｆ
，
ｏｏ，

る
∽３

が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

ノ
ー
フ
オ
ー
ク
語
が
、
英
語
の
よ
う
な
権
力
を
も
っ
た
国
家
語
と
違
っ
て
、
「地
域
言
語
」
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
以
ド
で
取
り
Ｌ
げ

る
奄
美
大
島
の
こ
と
ば
や
他
の
琉
球
系
統
の
言
語
体
系
は

「方
言
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
コ
一呈
ど

と
呼
ぶ
べ
き
か
と
い
う
政
治
め
い
た
議

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
重
要
な
の
は
、
奄
美
の
こ
と
ば
が

（標
準
）
日
本
語
の
よ
う
な
国
家
語
と
違
っ
て
権
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
ば
で
は
な
い

「地
域
言
語
」
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
言
語
が
空
港
の
看
板
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、　
つ
ま
り
言
語
景
観
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
民
は
自
分
た
ち
の
島
を
自
治
権
の
強
い
独
立
国
だ
と
思
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
央
政
府

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
部
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
切
手
を
認
め
ず
に
独
自
の
物
を
発
行
し
て
い

る
。　
一
方
、
お
金
は
作
っ
て
お
ら
ず
、
豪
ド
ル
を
通
貨
と
し
て
い
る
。
ノ
ー
フ
オ
ー
ク
島
民
は
外
国
に
出
る
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

パ
ス
ポ
ー
ト
の
み
持
つ
。
し
か
し
、
本
上
の
人
は
島
民
と
同
じ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
島
を
訪
れ
る
と
き
に
日
本

人
や
ア
メ
リ
カ
人
と
同
様
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
て

「入
国
」
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
４
に
あ
る
看
板
の
表
面
的
な

（文
字
通
り
Ｏ

意
味
は

「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

へ
よ
う
こ
そ
」
で
あ
る
が
、
実
際
は
こ
の
歓
迎
ぶ
り
と

は
正
反
対
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
島
を
訪
れ
る
客
の
ほ
と
ん
ど
は

（日
本
人
や
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
な
外
国
人
で
は
な
く
）
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
本
上
の
人
で
あ
る
。
看
板
で
は
標
準
英
語
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
下
に
書
い
て
あ
り
、
字
体
も
小
さ
い
。
上
に
あ
る
の
は
地

域
言
語
で
あ
り
、
綴
り
を
見
れ
ば
明
ら
か
に
英
語
と
違
う
。
看
板
の
港
在
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

「お
い
―
本
土
の
や
つ
ら
。
勘
違
い
す
る

な
よ
！
こ
こ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
え
よ
う
。
（ち
な
み
に
、
こ
の

食ヨ
ｏ】ド

，
日

寸
口
Ｚ
ｑ
ど
”
＞
静
●
ヽ
く
ｏ
中８
日
０
ざ

Ｚ
９
い０
キ

Ｆ
Ｆ
ａ
、、
だ
け
を
見
れ
ば
、
地
域
言
語
で
あ
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
は
標
準
英
語
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る

だ
ろ
う
が
、
た
ま
た
ま
こ
の
表
現
は
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
現
に
よ
っ
て
は
標
準
英
語
と
か
な
り
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
二

人
称
代
名
詞

（英
語
な
ら
‘
ｏ
や
ε
）
は
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
で
は
ヽ
ヽ
ざ
ヽ

「私
た
ち
」
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
は
ク
レ
オ
ー

ル
化
し
た
英
語
と
は
い
え
、
標
準
英
語
と
の
相
互
理
解
が
不
可
能
な
ぐ
ら
い
差
が
大
き
い
）。

図
５
に
同
じ
語
句
が
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
今
度
は
町
の
中
心
に
あ
る
島
の
案
内
図
で
あ
る
。
こ
こ
は
図
４
の
看
板

と
違
っ
て
標
準
英
語
訳
が
な
い
。
そ
の
理
由

は
こ
の
表
現
の
場
合
二
つ
が
似
て
い
て
不
要

師
　
だ
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
逆
に
考

の帰
　
え
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
標
準
英
語
に
似
て
い
る

一
　

表
現
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
島
の
言
語
で
書
く

ノ．　
　
必
要
も
な
い
と
言
え
よ
う
。
島
民
は
全
員
標

％
　
準
英
語
の
読
み
書
き
が
で
き
る
し
、
仮
に
英

¨
　
一ｍで書かれた看板が分からな
い島民が

い
　
い
て
も
、
こ
の
看
板
の
意
味
は
「島
へよ
う

図
　
　
）そ
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
対
象
は
ど
う
せ
島
民
で
は
な
い
。
結
局
、

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
語
が
選
択
さ
れ
た
の
は

「
コ

Ⅵけham tu Not・ fRllく Aill■|

図4 空港で見るノーフォーク語の看板
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
」
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
」
と
言
え
よ
う
。

図
３
で
は
、
澳
字
で
表
記
さ
れ
た
英
語
の
道
路
名
を
見
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
か
ら
来
た
観
光
客
が
読
め
る
よ
う
に
、
と
い
う
目

的
で
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る
中
国
人
は
、
漢
字
表
記
が
な
い
と
道
路
の
名
前
が
読
め

な
い
ほ
ど
ロ
ー
マ
字
の
読
み
能
力
の
低
い
人
は
い
な
い
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
言
語
景
観
づ
く
り
が
目
的
な
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
言
語
は

意
志
を
伝
え
る
た
め
に
使
わ
れ
る
手
段
な
の
だ
が
、
プ
リ
ズ
ベ
イ
ン
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
内
容
よ
り
も
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
言
語
形
式
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
。

〓
一　
奄
美
と
そ
の
言
語
変
種

本
論
で
取
り
上
げ
る
写
真
は
奄
美
大
島
で
撮

っ
た
も
の
で
あ
る

（図
６
）。

そ
の
島
で
使
わ
れ
て
き
た
言
語
は
琉
球
語
の
一
変
種
で
あ
り
、
琉
球
語
も
ま
た

日
本
語
族
の
一
変
種
で
あ
る
。
図
７
は
現
在
、　
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
方
言

区
画
で
あ
る
。
奄
美
大
島
は

（沖
縄
本
島
や
そ
の
周
辺
の
離
島
と
一
緒
に
）
北
琉
球

方
言
に
属
す
る

（中
本
一
九
人
こ
。
伝
統
方
言
の
言
語
体
系
や
分
布
を
記
述
し

た
研
究
が
か
な
り
進
ん
で
い
る

（長
日
・
須
山
一
九
七
七
　
一
九
人
○
、
寺
師
一
九

人
一
、
寺
師
一
九
八
五
、
柴
田
一
九
人
四
、
平
山
一
九
人
四
）
が
、
そ
の
社
会
言
語

学
的
な
研
究
も
非
常
に
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る

（倉
田
一
九
人
七
、
本
部
一

九
九
二
、
真
田
二
〇
〇
六
、
町
二
〇
〇
四
、
大
阪
大
学
二
〇
〇
六
、
水
谷
・
斉
藤
二
〇
〇
六
、
平
野
二
〇
〇
六
）。

奄
美
の
デ
ー
タ
分
析
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
、
言
語
景
観
の
定
義
を
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え
よ
う
。

言
語
景
観
は

・
文
字
言
語

（看
板
や
店
に
並
ぶ
商
品
の
ラ
ベ
ル
な
ど
）
で
あ
り
、
音
声
言
語

（そ
の
商
品
の
た
め
の
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
や
電
車
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
）
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
言
語
景
観
は
視
覚
的
な
情
報
で
あ

り
、
聴
覚
的
な
情
報
で
は
な
い
。

・
公
的
な
場
に
見
ら
れ
る
文
字
言
語

（店
舗
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
あ
る
看
板
）
で
あ
り
、
私
的
な
コ

ミヽ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（個
人
間
で
交
わ
さ
れ
る
手
紙
や
電
子
メ
ー
ル
）
で
は
な
い
。

・
不
特
定
多
数
の
読
み
手
に
発
せ
ら
れ
る
物

（商
店
街
の
ポ
ス
タ
ー
）
で
あ
り
、
特
定
の
個
人
宛
て
に

書
か
れ
た
物

（自
宅
の
ド
ア
に
テ
ー
プ
で
張
ら
れ
た
言
付
け
）
で
は
な
い
。

・
自
然
に
、
受
動
的
に
視
野
に
入
る
物

（駅
売
店
の
雑
誌
の
見
出
し
に
使
わ
れ
て
い
る
語
句
）
で
あ
り
、

意
図
的
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物

（そ
の
雑
誌
の
中
の
記
事
）
で
は
な
い
。

な
お
、
■
記
の
条
件
に
合
う
物
は
み
な
言
語
景
観
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
が
、
本
論
で
興
味
が
あ
る
の
は
、

何
ら
か
の
形
で
読
み
手
の
空
間
認
知
を
左
右
す
る
物
で
あ
る
。
社
会
言
語
学
や
方
言
学
で
は
原
則
と
し

て
話
し
こ
と
ば
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
、
言
語
景
観
を
研
究
対
象
に
す
る
の
は
比
較
的
新
し
い
発
想

で
あ
る
。
ω
お
に

，
，
易

ｃ
ｏｏ●

は
東
京
の
言
語
景
観
を
分
析
し
た
。
ま
た
Ｆ
ｏ」
ｏ
（ヽ
００３

は
東
京
に

お
け
る
多
言
語
表
示
を
取
り
上
げ
た
。

本
論
で
は
、
奄
美
の
言
語
景
観
論
の
日
を
地
域
言
語
に
向
け
て
、
「日
に
付
く
方
言
」
の
実
態
を
探

図 7 日本語の諸方言の中の奄美語の位置づけ

図 6 奄美大島とその周辺地域との

位置関係を示す地図
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り
た
い
。
具
体
的
に
は
奄
美
で
ど
の
よ
う
な
言
語
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
を
、
そ
れ
と
関
わ
つ
て
い
る
い
く
つ
か
の
言
語
学
的
要
因

や
社
会
言
語
学
的
要
因
か
ら
考
察
す
る
。
デ
ー
タ
と
し
て
扱
う
の
は
、
奄
美
大
島
の
看
板
類

（公
の
と
・ヽ
ろ
の
標
識
、
広
告
、
解
説
板
な

，じ

に
使
わ
れ
る
地
域
言
語
の
単
語
や
語
句
で
あ
る
。
隼
者
が
四
国
に
わ
た
り
奄
美
大
島
を
訪
れ
た
と
き
に
島
こ
と
ば
が
含
ま
れ
て
い
る
写
真

を

一
七
人
枚
撮
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
て
い
た
延
べ
数
二
四
五
側
の
奄
美
こ
と
ば
を
デ
＝
ダ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
。
写
真
に
収
め

た
の
は
、
博
物
館
展
示
の
解
説
板
、
公
園
内
の
樹
木
の
名
称
札
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
特
産
物
の
表
示
、
道
端
の
立
て
看
板
、
市
営
バ
ス
の

広
告
、
飲
食
店
の
手
書
き
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
で
あ
る
。

四
　
標
準
日
本
語
訳
の
有
無

こ
こ
で
、
言
語
景
観
を
考
え
る
と
き
に
役
立
つ
い
く
つ
か
の
社
会
言
語
学

的
要
因
を
検
討
す
る
。

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
や
奄
美
の
よ
う
な
島
は
言
語
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
に
は
好

都
合
で
あ
る
。
島
は
普
通
そ
の

「出
入
り
日
」
（上
陸
点
）
が
限
ら
れ
て
い
る

か
ら
、
数
少
な
い
看
板
は
多
く
の
訪
問
者
の
日
に
付
く
。
そ
の
分
、　
一
枚

一

枚
の
看
板
の
影
響
力
が
大
き
く
な
る
。
奄
美
空
港
で
観
光
客
を
迎
え
る
の
は
、

「ヰ
ー
ド
ゥ
　
イ
モ
シ
ャ
ツ
カ
ー

■
ｏ】８
日
０
８

＞
日

，
８
ご

と
い
う
看
板

で
あ
る

（図
８
）。
出
発
の
と
き
に
、
そ
の
裏
側
の

「ま
た
　
い
も
り
ん
し
よ

う
れ
奄
美

へ
〓

，
６

ｏ
Ｚ
】８

ｏ
，
こ

が
目
に
映
る
。
こ
れ
ら
に
は
地
元
の

言
語
以
外
の
翻
訳
が
付
い
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
は

「日

本
語
訳
」
で
は
な
く
、
英
語
訳
と
な
つ
て
い
る
。
方
言
景
観
の
看
板
を

と
　
考
え
る
と
き
、
こ
の
よ
う
に
訳
語
が
付
い
て
い
る
か
否
か
が

一
つ
の
興

つ鳴
　
味
深
い
特
徴
で
あ
り
、
分
析
要
因
で
も
あ
る
。
現
状
を
見
れ
ば
こ
の
よ

げ
　

う
に
英
語
訳
が
付
い
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の
で
、
結
局
、
標
準
日
本

シ
　

語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。

奄
美
大
島
の
龍
郷
町
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
看
板
に

「ど
う
く
さ
あ

や
館
」
と
書
か
れ
て
い
る

（図
９
）。
予
想
さ
れ
る
読
み
手
は
地
元
の

（特
に
年
寄
り
の
）
人
で
あ
り
、
訳

（ド
ウ
ク
サ
ア
ヤ
は

「元
気
」
の
意
味
）

が
付
い
て
い
な
い
。
図
１０
は
郵
使
局
に
あ
つ
た
郵
貯
を
薦
め
る
ポ
ス
タ
ー
。
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
を
聞
い
た
老
夫
婦
が
嬉
し
そ
う
に

「う
が
し
な
つ
？
」
と
驚
く
と
、
郵
便
局
員
が

「う
が
し
だ
り
よ
つ
と
！
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
標
準
日
本
語
訳
と
し
て

「本
当
に
？
」

「本
当
で
す
！
」
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

五
　
訳
の
順
番

図
Ｈ
で
見
る
の
は
店
の
紙
の
買
い
物
袋
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
語
景
観
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
〓
つ
し
た
袋
を
も
ら
つ
た
人
々
は
、

公
な
場
所
で
持
ち
歩
く
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
買
い
物
袋
は
商
店
街
で
見
る

「動
く
言
語
景
観
」
の
要
素
と
な
る
。
街
ゆ
く

人
々
の
Ｔ
シ
ヤ
ツ
に
書
か
れ
た
文
字
も
同
様
で
あ
る
。
袋
に
は
奄
美
こ
と
ば
の

「
い
も
―
れ
」
と
日
本
語
の

「
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ
」
の

一
挑 燿 の 中 ―

図 8 イモシャッカー (■ )
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両
方
が
書
い
て
あ
る
が
、
二
つ
は
同
等
で
は
な
い
。
標
準
語
の
方
は
０
小

詢
　

さ
く
て
薄
い
字
で
、
②
地
域
言
語
よ
り
下
で
、
０
括
弧
の
中
に
入
っ
て
い

い
　

る
。
つ
ま
り
、
地
域
言
語
の
方
が
メ
イ
ン
で
、
標
準
語
は
あ
く
ま
で
も
二

九
　
　
次
的

（補
助
的
）
で
あ
る
。

い
　
　
　
）ヽ
の
順
番
が
重
要
で
、
し
か
も
象
徴
的
で
あ
る
。
図
１２
に
見
る
の
は
、

一れ
　

博
物
館
に
あ
つ
た
漁
の
解
説
板
で
あ
る
。
見
出
し
は

「サ
フ
ラ
の
突
き
漁
」

もい
　

と
標
準
語
に
な
つ
て
い
る
。
解
説
で

「奄
美
で
は
カ
マ
ス
サ
フ
ラ
の
こ
と

印
　

を

「ソ
ー
ラ
」
も
し
く
は

「ソ
ラ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
」
と
書
い
て
あ
る
。

解
説
板
の
目
的
は
あ
る
魚
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
。
魚
の

「本
当
の
」
名
は

「サ
フ
ラ
」
で
あ
り
、
地
域
の
呼
び
名
は
そ
の
魚
に
関
す
る

一
情
報
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
次
的
な
情
報
で

あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
博
物
館
の
学
芸
員
が
こ
れ
を
作
成
し
た
と
き
に
、
地
域
言
語
を
入
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
地

域
言
語
の
中
の
詳
細
な
言
語
変
異

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
と

ま
で
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
１３
で
は
、
図
１２
と
逆
の
順
番
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
域
言
語
の

「イ
ノ
ー
」
が
先
に
き
て
、
標
準
語
の

「礁
池
」
が
こ
の
訳

↑

のヽ
例
で
は

「訳
五ど

と
い
う
よ
り
も

「説
明
」
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
）
と
し
て
後
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
読
み
手
は

「方

言
は
主
で
あ
り
、
標
準
語
が
副
で
あ
る
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

伝
わ
っ
て
く
る
の
は
、
「イ
ノ
ー
」
が
本
当
の
名
称
だ
が
、
地
域
言
語
が
分
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
、
説
明
を
追
加
し
て
い
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
言
語
で
は
、
イ
ノ
ー
は

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
単
語
で
、
伝
統
方
言
が
話
せ
な
い
若
年
層
話
者
で
も
こ
の

単
語
を
使
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
「イ
ノ
ー
」
は

「礁
池
」
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
わ
け
に
い
か
な
い
ほ
ど
、
こ
こ
の
地
域
社
会
に
と
っ

て
重
要
な
自
然
現
象
で
あ
り
、
社
会
活
動
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
概
念
で
も
あ
る
。
写
真
に
も
、
イ
ノ
ー
と
い
う
自
然
現
象
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
が
人
間
社
会
に
と
つ
て
ど
う
利
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
言
語
景
観
の
例
か
ら

（あ
る
い
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
写
真
か
ら
）
次
の
よ
う
に

一
般
化
で
き
よ
う
。

・
地
域
言
語
が
先
に
き
た
り
、
日
立
つ
形
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
、
そ

れ
が

「本
当
の
言
い
方
」
で
あ
り
、
標
準
語
が
あ
く
ま
で
も
そ
の
訳

と
な
つ
て
い
る
。

・
逆
に
、
標
準
語
が
先
に
き
た
り
、
よ
り
日
立
つ
形
で
書
か
れ
て
い
る

と
き
、
地
域
言
語
の
言
い
方
は

「追
加
情
報
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

サフラの 突き漁
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ヽ
‐

／

】
　
　
　
い
る
印
象
を
受
け
る
。

′
　
　
図
‐３
に
シ
ー
バ
ナ
と
い
う
島
こ
と
ば
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
を
い
わ
ば

「本
当
の
用
語
」
と
し
て
先
に
登
場
さ
せ
、
そ
の
後
で
標
準
語

訳

（説
明
）
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
「始
め
に
方
言
あ
り
き
」
と
い
つ
た
感
じ
で
あ
る
。

な
お
、
標
準
日
本
語
と
奄
美
方
言
が
両
方
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
ど
ち
ら
が
メ
イ
ン
で
ど
ち
ら
が
補
助
的
か
は
判
断
し
に
く
い
と

き
が
あ
る
。
図
１３
と
別
の
博
物
館
で
サ
ン
ゴ
礁
と
波
を
説
明
し
て
い
る
解
説
板

（図
１４
）
で
は
ヽ
「イ
ノ
ー
」
や

「
シ
ー
バ
ナ
」
と
い
う

奄
美
方
言
が
出
て
い
る
。
イ
ノ
ー
は
図
９
の
ド
ゥ
ク
サ
ア
ヤ
の
よ
う
に
ま
つ
た
く

訳
な
し
で
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
図
１３
の

「イ
ノ
ー

（礁
池
と

の
よ
う

に
明
確
に
訳
が
付
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
「イ
ノ
ー
」
の
訳
で
は
な

く
、
説
明
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
標
準
語
と
奄
美
方
言
と

の
順
番
は

「サ
ン
ゴ
礁
の
内
側
」
が
先
で
、
「イ
ノ
ー
」
が
後
で
あ
る
。
し
か
し
、

「イ
ノ
ー
」
が
明
ら
か
に
メ
イ
ン
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
標
準

語
は
そ
れ
を
補
助
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

奄
美
民
家
の
各
部
分
の
解
説
で
あ
る
図
１５
を
見
て
も
、
「主
」
と

「副
」
の
情

報
を
決
め
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
タ
イ
ト
ル
と
説
明
文
を
分
け
て

考
え
る
と
、
説
明
文
で
は
、
母
屋
、
台
所
、
渡
り
廊
下
と
い
つ
た
部
分
が

（標
準

日
本
語
の
名
称
で
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
後
ろ
に
、
補
助
的
な
情
報

と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「オ
モ
テ
、
ト
ー
グ
ラ
、
ト
イ
マ

カ
ヨ

イ
」
と
い
う
奄
美
方
言
の
名
称
が
付
い
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
を
見
る
と
、
「解
説

板
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
奄
美
の
民
家
の
造
り
で
あ
り
、
奄
美

方
言
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名
称
は
二
次
的
な
情
報
」
と
い
う
印
象
を
受
け

か
ね
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
展
示
の
タ
イ
ト
ル
を
考
え
る
と

「奄
美
の
民

家
　
オ
モ
テ
と
ト
ー
グ
ラ
」
と
明
記
し
て
あ
る
の
で
、
そ
こ
だ
け
を
考
え

る
と
、
展
示
の
目
的
は

「奄
美
方
言
で
言
う
オ
モ
テ
や
ト
ー
グ
ラ
を
説
明

す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
を
説
明
す
る
た
め
に
、
標
準
語
、
絵
、
説

明
文
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

エハ
　
受
け
手

・
送
り
手

社
会
言
語
学
で
は

「だ
れ
が
話
し
手
に
な
っ
て
い
る
か
」
や
、
「誰
が

聞
き
手
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
よ
う
な
課
題
が
重
要
で
あ
る
。
言
語

景
観
の
社
会
言
語
学
的
分
析
も
同
様
で
あ
る
。
図
１６
に
見
ら
れ
る
の
は
、

奄
美
大
島
の
大
手
雑
貨
店
の
入
り
日
に
あ
つ
た
丁
寧
な
筆
で
書
か
れ
た
サ

て
看
板
で
あ
る
。
送
り
手
を
推
測
す
る
必
要
は
な
く
、
は
つ
き
り
と

「ビ
ツ

グ
Ⅱ
奄
美
店
店
長
」
と
書
い
て
あ
る
。
意
図
さ
れ
て
い
る
受
け
手

（読
み
手
）
も

「観
光
客
の
皆
様
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
想
定
さ
れ

る
読
み
手
は
地
元
人
で
は
な
く
他
地
域
か
ら
来
た
人
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
出
だ
し
は

「
い
も
―
れ
」
と
い
う
地
域
言
語
に
な

っ
て

い
る
。

図14 シーバナ1竜央大島で■く使そ,ネ ィち、、11称を 1 )角ほ露した
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こ
の
よ
う
に
送
り
手
と

予^
想
さ
れ
る
）
受
け
手
が
明
記
さ
れ
て
い
る
看
板
は
少
な
い
が
、
多
く
の
場
合
に
こ
の
社
会
言
語
学
的
情
報

鰤
　
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

図
‐３
は
＝
物
館
の
展
示
解
説
板
だ
か
ら
、
送
り
千
は
博
物
館
の
学
芸
員
で
、
読
み
手
は
よ
そ
か
ら
来
た
観
光
客
、
ま
た
は
自
分
の
文
化

′ドア  イ|)t i Lll:′ ,,:.′l itl■

曜

罐

呻
一

が
ま
だ
分
か

っ
て
い
な
い
地
元
の
生
徒
な
ど
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
奄
美
に
は
多
く
の
観
光
客
が
来
る
の
で
、
図
Ｈ
か

ら
図
１６
は
い
ず
れ
も
島
外
者
を
対
象
に
作
ら
れ
た
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
奄
美
は
地
域
言
語
を
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に

「観
光

資
源
」
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
標
準
日
本
語
を
使
え
ば
同
じ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
雰
囲
気
は
伝

わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
つ
て
奄
美
の
方
言
看
板
は
全
部
、　
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
す
た
め
に
観
光
客
向
け
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
図
１０
の
郵
使
局
の
年
金
の
案
内
は

地
元
住
民
ｌｒ‐―
け
の
も
の
で
あ
る
。
図
１７
の
看
板

「ど
う
く
さ
療
つ
党
」
で
は
図
９
で
使
わ
れ
て
い
る
言
い
方
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
郵
使

用
の
案
内
と
同
様
、
観
光
客
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
。

図
隧
の
ユ
テ
イ
モ
レ

寄^
う
て
ら
０
し
ヽ
じ

も
読
み
手
は
観
光
客
と
い
う
よ
り
も
島
の
人
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
図
“
の
店
長
が
作
つ
た

臨
―――
的
な
物
と
違
っ
て
、
こ
れ
は
公
の
機
関
と
い
う
送
り
Ｆ
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
常
‐――
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で

「水
久
性
」
と
い
う
新
た
な
分
析
要
因
が
浮
か
ん
で
く
る
．

臨
時
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
１■
、
喫
茶
店
に
あ
っ
た
千
書
き
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

図^
じ

¨
こ
れ
に
比
べ
て
図
２０
の

「き
■
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
は
業
者
に
よ
つ
て
製
造
さ
れ
た
看
板
で
あ
り
、

リー，ｉ
院
の
登
録
名
称
で
も
あ
る
の
で
、
永
久
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

図16 奄美店店長から観光客宛に

書かれた立て看板

ヽ

ヽ

図18 ユティモレ

図19 きび酢

図20 きょらクリニック

図17 どうくさ療っ党
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七
　
一言
語
レ
ベ
ル

〈文
法

（―
）
単
語
）

以
Ｌ
で
見
て
き
た
社
会
言
語
学
的
な
要
因
と
違

つ
て
、
言
語
内
的
な
要
因
に
よ
る
分
類
の
考
察
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「地
域
特

有
な
現
象
を
表
す
語
彙
」
対

「普
遍
的
な
概
念
を
表
す
語
彙
」、
あ
る
い
は

「文
法
事
象
」
対

「個
別
単
語
」
な
ど
で
あ
る
。

図
８
の
イ
モ
シ
ャ
ッ
カ
ー
や
図
９
の
ド
ゥ
ク
サ
ア
ヤ
は
標
準
日
本
語
で
言
い
表
し
切
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
す

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
簡
単
に
日
本
語
訳
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
日
本
語
に
も
あ
る
普
遍
的
な
概
念

。
事

物
で
あ
る
と
言
え
る
。　
一
方
、
地
域
文
化
の
特
有
な
物
や
現
象
で
、
簡
単
に
日
本
語
に
訳
せ
な
い
単
語
も
あ
る
。
図
“
の
イ
ノ
ー
や
図
１９

の
キ
ビ
ス
は
こ
れ
に
当
た
る
。

ま
た
、
言
語
事
象
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
ト
ー
グ
ラ
や
シ
ー
バ
ナ
は
個
別
単
語
で
あ
り
、
受
け
手
は
こ
れ
ら
を
丸
暗
記
さ
え
す
れ
ば
、
自

分
で
も
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
イ
モ
シ
ャ
ッ
カ
ー
や
ユ
テ
イ
モ
レ
は
動
詞
で
あ
り
、
奄
美
語
の
文
法
規
則

（活
用
法
）

に
関
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
観
光
客
が
こ
れ
ら
の
語
を
自
ら
の
会
話
で
使
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

図
２‐
は

「な
つ
か
し
や
―
」
（懐
か
し
い
）
や

「電
話
し
て
み
ろ
―
」
（し
て
み
よ
う
）
と
い
う
形
容
詞
、
動
詞
の
活
用
形
が
含
ま
れ
て
い

る
広
告
チ
ラ
シ
で
あ
る
。
図
２２
は
観
光
地
の
立
て
看
板
で
接
続
詞
の

「と
う
」
を
わ
ざ
わ
ざ
方
言
の
形
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
文
法
事
象
は
方
言
辞
典
を
見
た
だ
け
で
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

八
　
表
記
法

図
２３
の

「因
】９

，
メ
＞
Ｚ

き
よ
ら
館
」
や
図
２４

「↓
〓
【∪
＞

く
Ｏ
Ｏ
Ｚ

デ
イ
ダ
ム
ー
ン
」
の
表
記
法
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
地
域
言
語

を
ロ
ー
マ
字
で
書
き
表
す
こ
と
で
、
標
準
日
本
語
と
の
距
離
を
お
き
、
別
の
言
語
と
し
て
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
表
記
が
関
わ
つ
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
言
語
イ
メ
ー
ジ
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
い
。
標
準
日
本
語
と
奄
美
方
言
と
の
言
語
的

な
違
い
も
表
記
に
現
れ
て
い
る
。
奄
美
の
伝
統
言
語
は

（標
準
）
日
本
語
と
音
韻
体
系
が
異
な
る
の
で
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
表
す
の
に
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
「テ
イ
ル
」
や

「ド
ウ
ク
サ
」、
「フ
エ
カ
ブ
リ
ヤ
」、
「ク
フ
ン
」、
「ウ
イ
ー
ダ
ナ
」
の
よ
う
な
表

図22 機能形態素「とぅ」を含む看板

図21 文法的情報を含む広告

◎
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図24 THDA MOoN



の
場
合
も
、
標
準
日
本
語
に
は
な
い
音
と
は

↑
口
価
）
が

ほ
ぼ

明

確

で
ぁ

る
。

「
ュ
ズ

ィ

ル
」

´
ル
、

ジ

ク
サ

ゃ

ド

ク
サ

、

フ
ヵ
プ

リ

ャ
、

ヵ

記

の
場

合

ｉ

、

表

そ

ぅ

と

し

て

ぃ
る
音

声

吉

い
換

え
れ

ば

、　
こ
れ

の
発
音

と

（例
え
ば
）

”

しヽ

て

い
る

の
は
、

標

準

日
本

語

に
存

在

し
な

“
　

い
え
ヽ

表

し

て

い
る
Ｆ

は
想

像

が

っ
く
。

時
は
容

易

に
想

像

で
き

る
。

こ
れ

ら

が

表

そ

・っ
岸

存

在

す

る
が

、

標

準

語

で

は

［
Ｌ

と

ぃ
ぅ

ン
、　
ュ
ジ

ル
な

ど

の
発
計

が

ど

ぅ
異

な

る

に
も

［
』

と

ぃ
．，
子
音

と

［
』

と

ぃ
ぅ

母
音

け

あ

り
得

る
音

韻

配
列

で
ぁ

る
。

い
計
減
配
列
で
ぁ
る
。
っ
ま
り
　
標
準
語

に̈
は

［汁』

と
い
ぅ
組
み
合
わ
せ
が
音
韻
論
的

「ム
チ
ィ
ギ
」
、
「
シ
ィ
バ
ナ
」
の
場
合
は
、
実

組

み
合

わ

せ

は

普^
通
は
）
な

い
。

奄

美

一
で

す
ク

ラ

」
、

「
ヶ

ィ

ン
ム

ン
」
、

ァ
プ
ン
ギ

ィ
」

つ
て
は
想

像

不

可
能

で
ぁ

ろ

・り
。

奄

美

語

の
母

し

か

し
、

「
フ
バ

ン
ラ

ム

ィ
」

ゃ

「
ヌ

′
て

い
る

か
は
、

奄

美

語

を

知

ら

れ
な

い
人

に
と

）
で
あ

る

（柴

日

一
九
人
四

¨
二
七
二
頁
）
。

こ
の

除

に
ど

う

い
ぅ

発
音

を
古

き

衣

そ

ぅ

と

し
）
り
ヽ

標

準

日
本

語

に
な

い
母
音

が

存

在

す

る

（
　

一
九
人
Ｏ
は

こ
れ
ら
を

［ョ
』
と

「
ム
キ
』

７
塵

』
、

［
ュ
］
と

ぃ
ぅ
中

舌

母
音

（長
口
ら

一
九
七
七

［・
］
ヽ

「
ヶ
キ
し

を

表

し

て

ぃ
る

が
、　
ぃ
ず

れ

に

」
表
記
し
て

い
る
）
、

ヶ

ィ
は

［
〓
］

（長
同
表
記

¨
方

言

に
忠

実

に
表

記

し
ょ

ぅ

と

ぃ
う

言

語
意

識

ヽ
な

い
音

だ

が
、

妥

協

せ
ず

に
そ

れ

を

正
確

に
、

よ

う

。

」
と
い
う
民
具

（豚
の
飼
箱
）
の
名
称
を
仮
名
で
書
き
表
そ
ぅ
し
て
ぃ
る
博
物
館
の
展
示

↓
‘
“
●
］
と
発
音
さ
れ
、
標
準
日
本
語
に
は
な
い
語
頭
の
声
門
閉
鎖
音
で
始
ま
っ
て
ぃ
る
。

み
合
ゎ
せ
を
見
た
内
地
の
話
者
が
い
き
な
り
こ
の
音
を
正
確
に
発
音
で
き
る
よ
ぅ
に
な
る

」

（私
）
と
の
区
別
を
何
と
か
保
と
う
し
て
ぃ
る
様
子
が
窺
ぇ
る
。

一見
よ
う
。
こ
れ
は
方
言
看
板
で
は
な
く
、
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
た
記
述
で
ぁ
る
。

が
　ヽ
こ
こ
で
そ
れ
を

「
フ
ン
」
と
表
記
し
て
ぃ
る
の
が
興
味
深
い
。
こ
の

「ゥ
フ
ン
」
と

′つ′   11:Jt i :11′ ',lili tt11

,4L凛 |みしよ一れ奄美
停 原 7f
で し ラ て

あ  ｀ ~ 
¬

ろ |スl υ
' 

ワ

'雀
j́ヒ

:[[i
こ /f 奄 る
υ
lム 者:繰

九
　
方
言
内
の
変
異

以
Ｌ
見
て
き
た
表
記
の
不
統
　
は
、
「同
　
の
言
語
現
象
を
ど
の
よ
う
に
文
字
で
表
せ
ば
良
い
か
」

:4「  |｀

1野 |メニュー111年 τ
=ゴ

…………l.T~ ~
ぃ 表 ら ↑ __^.■ J翻

と
い

つ

‖‖
題
に
:出

ぎ
′r
い
が

りt
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図28 クックルー クッカル

J" 企美ことばの 11認il:概

際
の
言
語
変
共
が
方
言
看
板
に
現
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
．
奄
美
方
言
の
中
に
も
パ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
ｉ
要
な
■
実
を
観
光
客
に
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
．
奄
美
人

島
の
中
、
ま
た
は
奄
美
群
島

■^
界
島
、
沖
水
良
部
鳥
　
徳
之
鳥
、
与
論
鳥
な
ど
）
の
中
に
お

い
て
、
地
理
的
変
共
が
兄
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
例
え
ば

「
ス
テ
イ
ツ
、
シ
テ
ィ
チ
」
つ

チ
ツ
）
（図
“
）
や

「
ク
ッ
ク
ル
ー
、
ク
ッ
カ
ル
」
（ア
カ
シ
ョ
ゥ
ビ
ン
）
（図
郎
）
な
ど
の
例

に
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
細
か
い
地
域
差

へ
の
配
慮
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
図
１２
の

「『
ソ
ー
ラ
』
も

し
く
は

『
ソ
ラ
旨

あ
る
い
は
図
１４
の

「
シ
ー
パ
ナ
、
シ
ュ

バ
ナ
」
に
も
現
れ
て
い
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
て
い
る
看

板
も
見
ら
れ
る
。
先
に
見
た
奄
美
パ
ー
ク
の
展
示
物
解
説

板

（図
ｊ

に
は
、
方
言
語
形
と
し
て
使
用
し
た
単
語
は

「
＊
奄
美
大
島
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
名
称
を

（　
）
内

に
記
し
た
」
と
い
う
断
り
書
き
が
入
っ
て
い
た
。
奄
美
博

物
館
の

「漁
の
道
具
」
の
展
示
に
も
同
じ
よ
う
に
、
奄
美

群
島
内
の
言
語
変
異
を
尊
重
し
た
配
慮
が
見
ら
れ
る

（図

２９
）ｏ図

２７
や
図
２８
の
写
真
に
見
ら
れ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

前
節
の
表
記
の
ゆ
れ

（表
記
法
が
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
）
状
況
と
は
違
う
。

こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
積
極
的
に
、
意
図
的
に
言
語
的
変

異
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
前
節
で
は
、
老
年
層
　
若
年
層
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
表
記
の
違

い
は
そ
の
違
い
を
意
図
的
に

図29「方言名は 奄美大島て広く使われている

ことばを用いた」

図30 わきゃ島

拡や寺十轟毎
え,お ユヽl卜 :、学オ六マスイ4,′∫

図31 わきゃ絵

図27 スティッ、シティチ

図33 わきゃ集落

‐|=| ■

図34 わきゃ島
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反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
ぅ
し
た
方

言
看
板
も
ぁ
る
。

図
３０
の
携
帯
電
話
ナ
ビ
の
広
告
で
は

「見
っ
か
る
、
広
が
る
、
わ
き
ゃ

島

（奄
美
ご

と
書
か
れ
て
い
る
。
図
３‐
は
小
学
校
の
柵
に
価
わ
れ
て

一̈
晰け出”讐中赫一】】剌ｍ̈
い』ｒ調申̈
「̈
［剌〔一

い
る
。
図
３３
に
は

「愛
と
平
和
を
大
切
に
　
い
も
―
れ
わ
き
ゃ
集
落

ヘ

ど
う
く
う
さ
が
宝
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
図
３４
は

「わ
き
や
島
ゃ
青

い
海
、
島
唄
、
テ
ィ
ダ
が
マ
ン
デ
ィ
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

い
方
言
」
に
こ
だ
ゎ
り
そ
う
な
行
政
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
単
な
る
表
記
の
ゆ
れ
云
々
で
は
な
く
、
行
政
が

「ち
ゃ
ん
と
し
た
」
方
言
を
選

ん
だ
の
に
対
し
、
若
者
は
自
分
た
ち
が
実
際
に
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
を
選
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

十
　
方
言
の
定
型
化

訪
間
者
と
し
て
沖
縄
を
訪
れ
る
と
、
方
言
の
定
型
化
に
よ
る
商
品
化
が
起
き
っ
っ
ぁ
る
と
い
ぅ
印

図35 ワンキヤガヤランバ

「私
た
ち
の
島
」
、
「私
た
ち
の
絵
」
、
「私
た
ち
の
宝
物
」、
「私
た
ち
の
集
落
」、
「私
た
ち
の
島
」
と
ぃ
ぅ
意
味
で
あ
る
。

さ
て
、　
こ
れ
ら
で
使
わ
れ
て
い
る

「
ヮ
キ
ャ
」
を
図
３５
の

「
フ
ン
キ
ャ
」
と
比
べ
よ
ぅ
。
図
３５
は
名
瀬

（現
在
、
合
併
に
よ
っ
て
奄
美
市

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
）
に
あ
る
奄
美
高
校
の
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
名
瀬
は
奄
美
大
島
の
中
部
に
当
た
る
。
図
３‐
も
旧
名
瀬
市
で

あ
る
。
図
３２
と
図
３３
は
北
部
に
当
た
る
龍
郷
町
の
写
真
で
ぁ
り
、
図
３４
は
南
部
の
瀬
戸
内
町
で
あ
る
。
「ヮ
キ
ャ
」
と

「ヮ
ン
キ
ャ
」
は

地
域
的
な
バ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
「
ヮ
キ
ャ
」
は

（奄
美
大
島
の
各
地
区
の
）
伝
統
方
言
で
ぁ
る
の
に
対
し
、
「
ヮ
ン
キ
ャ
」
は
二
〇
世
記
半
ば
に
出
て
き
た
新
し

脩鶉
辣
顆
斜
輪
醸
磋
癸
鉤
纂
文

て
い
る
の
は

（絵
か
ら
判
断
す
れ
ば
）
ロ
ッ
ク
好
き
の
高
校
生
で
あ
る

象
を
受
け
る
。
ど
こ
へ
行

っ
て
も
、
旅
行
客
を
迎
え
て
く
れ
る
の
は

「メ
ン
ソ
ー
レ
」
と
ぃ
ぅ
こ
と

ば
で
あ
る
。

こ
れ
は
首
県
方
言
の
挨
拶
こ
と
ば
で
ぁ
る
が
、
本
来
こ
れ
と
異
な
る
表
現
が
使
わ
れ
て

い
た
離
島
な
ど
に
も
、
こ
の
定
型
化
さ
れ
た
言
い
方
が
広
が

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
奄
美
で
は
、
本

）１

・
　

Ｌ
ｌ
ｌ
躊

”
Ｌ
饉
目
豪
嬌
　
　
　
来
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
保
た
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
．

一
鞣
嘲難向」］鐸
魏
れも鮮

晰

ン　
　
　
メ
ン
ソ
ー
レ
に
匹
敵
す
る
「イ
モ
ー
レ
」
（図
口
、
図
“
）

ゥ
　

は
確
か
に
奄
美
大
島
で
頻
繁
に
Ｈ
に
付
く
が
、
こ
れ
以
外

四
　
に
も
図
８
（―．）
に
見
た
イ
モ
シ
ャ
ッ
ヵ
ｌ
も
ぁ
る
．
■

た
図
％
の
】ζ
Ｏ
”
】Ｚ
∽
ィ
”
”
は
分
か
り
に
く
い
が
、
ぉ

わ
ヽ

ミ
ヽ

ド

ゝゝ
ヾ ヽ
やゞ
ち

ヽ

穐1鷺鰤難̀職ヴ

図37 ウガミショーラ

図36 イモリンショーレ
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そ
ら
く
図
８
（下
）
に
見
た
イ
モ
リ
ン
シ
ョ
ウ
レ
と
同
じ
で
あ
ろ
う

（
ロ
ー
マ
■
表
記
の
中ビ
０
●
Ｚ
∽
イ
０
”
い
か
ら
．σ
．が
抜
け
落
ち
て
い
る
間
選

い
だ
と
思
わ
れ
る
）。
す
な
わ
ち
、
同

¨
の
動
詞
か
ら
な
る
三
つ
の
活
用
形
が
使
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
換
拶

こ
と
ば
に
、
別
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
看
板
も
あ

っ
た
。
図
３７
の

「う
が
み
し
■
―
ら
」
は
別
の
動
詞
か
ら
な
る
人

現
で
あ
る
。

こ
れ
の
変
具
形
で
あ
る

「う
が
み
ん
し
よ
―
ら
」
は
図
３８
に
兄
ら
れ
る
。

図
３７
の
ウ
ガ
ミ
シ
ョ
ー
ラ
と
図
３８
の
ウ
ガ
ミ
ン
シ
ョ
ー
ラ
と
の
違
い
は
確
か
に
前
節
で
見
た

の
挨
拶
と
し
て
イ
モ
ー
レ
を
使
う
か
、
イ
モ
リ
ン
シ
ヨ
ー
レ
や
イ
モ
シ
ャ
ッ
カ
ー
を
使
う
か
、

ン
コ
ー
一Ｚ

を
選
ぶ
か
は
、
表
現
の
選
択
と
し
て
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
「メ
ン
ソ
ー
レ
」

挨
拶
こ
と
ば
が

一
つ
の
表
現
に
　
本
化
さ
れ
て
い
る
沖
縄
と
の
差
興
を
感
じ
る
。

「言
語
変
異
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
歓
迎

さ
ら
に
、
ウ
ガ
ミ
シ

ヨ
ー
ラ

（ウ
ガ
ミ
ン

の
使
用
が
圧
倒
的
に
多
く
て
、
歓
迎

の

十

一
　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

先
に
取
り
上
げ
た
学
園
祭
の
ポ
ス
タ
ー
に
戻
ろ
う

（図
３５
）０
名
瀬
の
電
信
柱
に
貼
ら
れ
た
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
奄
美
高
校
の
文
化
祭

を
宣
伝
す
る
も
の
で
、
送
り
手
は
も
ち
ろ
ん
地
元
の
若
者
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
や
貼
ら
れ
て
い
る
場
所
、
描
か
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
な

ど
か
ら
す
れ
ば
、
受
け
手

（読
み
手
）
も
同
じ
島
の
若
者
だ
と
思
わ
れ
る
。
シ
ル
エ
ツ
ト
と
な
っ
た
ロ
ツ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ヤ
ン
が
ギ
タ
ー

を
持

っ
て
か
っ
こ
う
い
い
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。
「わ
ん
き
や
が
や
ら
ん
ば
、
だ
れ
が
や
る
―
　
や
る
っ
き
ゃ
な
い
っ
し
よ
！
」
と
い

う
文
句
は
、
内
容
か
ら
も
、
そ
し
て
使
用
さ
れ
る
言
語
変
種

（全
国
共
通
語
で
は
な
く
、
若
い
島
民
の
日
常
襲じ

か
ら
も
地
元
意
識
の
強
さ
を

感
じ
取
る
が
で
き
る
。
町

（二
〇
〇
四
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
奄
美
の
若
者
は
地
域
色
の
あ
る
こ
と
ば
に
対
し
て
好
意
的
に
思
つ
て
お

り
、
彼
ら
の
間
に
新
し
い

「奄
美
普
通
語
」
が
誕
生
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
真
田

（二
〇
〇
一Ｃ
、
大
阪
大
学

（一
一〇
〇
工Ｃ

で
も
、
若
者

の
方
言
に
対
す
る
愛
着
、
好
意
的
な
意
識
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

十
二
　
言
語
景
観
を
形
成
す
る
要
因

以
上
の
要
因
を
表
１
に
ま
と
め
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所

（博
物
館
内
、
バ
ス
の
外
壁
、
店
の
看
板
、
商
品
の
ラ
ベ
ル
表
示
、
公
国
内
の
標
識
）
や
表

記

（平
仮
名
、
カ
タ
カ
ナ
、　
ロ
ー
マ
字
、
漢
字
、
漢
字
に
振
り
仮
名
、　
ロ
ー
マ
字
と
日
本
語
の
文

字
の
併
記
）
な
ど
、
有
意
義
な
要
因
が
他
に
も
考
え
ら
れ
る
。

井
上
史
雄

（二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
一
）
は
、
地
域
方
言
な
ど
少
数
派
言
語
の
使
用
を
、

そ
の
金
銭
的
な
価
値

（お
土
産
の
販
売
な
ど
）
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
方
言
が
奄
美
地
域
の
言
語
景
観
で

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
元
の
人
が
方
言
使
用
に
そ
れ
な
り
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
真
田
信
治

（
一
九
九
九
）
は
方
言
使
用
を
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
の
現
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
公
な
場
に
お
け
る

文
字
言
語
と
し
て
の
方
言
の
使
用
も
、
明
ら
か
に
意
識
的
な
言
語
変
種
選
択
で
あ
る
の
で
、
話
し
こ
と
ば
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
と

並
行
し
て
書
き
こ
と
ば
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
シ
フ
ト
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
言
語
景
観
の
中
で
の
地
域
言

語
の
使
用
を
、
文
化
的
観
光
資
源

（
ロ
ン
グ
一
一〇
〇
二
、
可
知
二
〇
〇
四
）
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
の
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

言
語
景
観
と
は
、
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
生
活
環
境
の
中
の
視
覚
言
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
言
語
の
あ
り

方
や
使
い
方
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
あ
る
。
日
本
各
地
で
方
言
が
話
さ
れ
て
い
る
が
、
優
勢
方
言
と
さ
れ
て
い
る

関
西
方
言
で
す
ら
、
道
行
く
人
の
目
に
映
る
方
言
は
比
較
的
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
今
回
対
象
地
域
と
し
た
奄
美
大
島
の
言
語
景
観
で
は
、

表 1 いくつかの社会言語学的要因

日 本 語 訳 な し あ り

It域語の順位 あ と さき

llE定 証 み 子 島民 観光客

送  り 手 個 人 公的

永  久  性 臨時 常時

作  成  法 手書き 印刷

言 語 単 位 文法事項 lll"l単 語

意 味 日常語彙 文化話葉

表  記  法
伝統力言音

設体系重視

標準日本語

に合わせる



地
域
言
語
が
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
役
割
を
呆
た
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
回
の
試
験
的
研
究
で
次

の
こ
と
が
言
え
る
。

・
奄
美
大
島
で
は
、
公
の
場
に
お
け
る
文
字
言
語
と
し
て
の
方
言
の
使
用
は
多
い
。

・
し
た
が
っ
て
、
奄
美
の
言
語
景
観
全
体
に
お
け
る
方
言
の
役
＝
が
大
き
い
と
言
え
る
。

・
こ
の
方
言
使
用
は

「な
囲
気
作
り
」
の
も
の
か
ら
、
地
元
文
化
を
紹
介
す
る
教
育
的
な
も
の
ま
で
多
数
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

・
言
語
景
観
に
現
れ
る
地
域
言
語
に
は
、
伝
統
方
言
の
み
な
ら
ず
、
若
者
が
１１
常
的
に
使
用
し
て
い
る
新
し
い
方
言
も
含
ま
れ
て
い
る
。

・
観
光
客
な
ど
の
外
部
者
に
対
し
て
奄
美
の
地
域
言
語
を
積
極
的
に
紹
介
し
よ
う
、
味
わ
わ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
、
意
識
が
感
じ
ら
れ

フ
つ
。

・
ま
た
、
伝
統
方
言

（特
に
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
い
る
民
具
や
触
れ
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
現
象
な
ど
の
名
称
な
ど
）
を
知
ら
な
い
地
元
の
子

供
た
ち
に
も
教
育
す
る
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

謝
辞

現
地
調
査
を

一
締
に
行
な
つ
た
新
井
正
人
氏
、
お
よ
び
調
査
に
協
力
し
て
下
さ
つ
た
次
の
方
々
に
御
礼
中
し
上
げ
ま
す

（敬
称
略
）。

喜
入
智
章
、
重
田
茂
之
、
高
梨

修
、
辻
木
純
子
、
辺
木
憲

一
、
辺
木
則
夫
、
花
井
恒
二
、
久

伸
博
、
藤
原
俊

一
、
麓

憲
吾
、
前
田

聡
、
松
原
昇
司
、

森
本
員

一
郎

注

（
１
）

調
査
時
期
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第

一
回
日
は
、
二
〇
〇
四
年

一
〇
月
二
人
日
～
二
〇
〇
四
年

一
一
月
六
日

（
ロ
ン
グ
代
表
の
萌
芽
研
究

「言
語

接
触
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
生
言
語
体
系
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
調
査
研
究
―
南
大
東
島
社
会
に
お
け
る
人
丈
語
と
琉
球
諸
語
の
共
生
と
混
合
化
１

′

“

′  41■ ■|:I「″,,IIII,liЧ

♯

一
六
六
五
二
〇
三
二
）。
第
二
回
目
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
二
九
日
～
二
〇
〇
五
年
五
月
七
日
。
第
二
回
目
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
人
日
～
二
〇

〇
六
年
二
月
五
日
。
第
四
回
日
は
、
二
〇
〇
六
年
人
月

一
六
日
～
二
〇
〇
六
年
人
月

一
九
日

（本
部
暢
子
研
究
代
表
者
の
基
盤
研
究

（Ｂ

一
般
）
「日

本
語
諸
方
言
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
音
調
記
述
に
関
す
る
研
究
」
■

一
人
三
二
〇
〇
七
三
）。
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阪
府
の
こ
と
ば
」
‐ｌｌ
治
＝
院

真
川
信
治

（　
，し
九
，Ｌ
）
「″
言
の
意
識
化
と
方

‐
―
の
実
体
」
「
〓
」ば
の
　
卜
世
紀
』
ド
メ
ス
‐―‐
版



,   

「

平
野
涼
子

（二
〇
〇
六
）
「沖
永
良
部
島
か
ら
の
移
住
者
の
言
語
意
識
と
言
語
使
用
＝
神
戸
お
よ
び
沖
永
良
部
で
の
調
査
よ
り
」
『
日
本
方
言
研
究
会
第
八

二
回
研
究
発
表
会
発
表
原
稿
集
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

躍

光

（§

四
）
「奄
露

島
誓

ｌ

間
変
容
鼻

面
芦

対
獅
輝

輔

」
踏

年
駆

い
発

鰤

詳

魏

詐

究
△評

水
谷
美
保
・斉
藤
寿
穂

（二
〇
〇
六
）
「と
り
た
て
詞
「ナ
ン
カ
」
の
用
法
・

二
回
研
究
発
表
会
発
表
原
稿
集
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

コ
ン
グ
、
ダ

ニ
エ
ル

（二
〇
〇
三
）
「小
笠
原
積
島
に
お
け
る
文
化
的
エ
コ
ツ
ト
リ
ズ
ム
０
傑
爆
」
「
小
性
原
研
究
年
報
」
二
〓
　
．一
０
五‐卜

一
一
四
貢

一

真
田
信
治

（ｌｉ
Ｏ
Ｏ
え
）
『縦
南
諸
鳥
に
お
け
る
ネ
オ
方
言

（一
間
方
言
）
の
実
態
調
査

　

「奄
美
Ｌ

研
究
成
果
報
告
掛

柴
＝
武
編

（
一
九
人
四
）
『奄
美
大
島
の
こ
と
ば
卜
分
布
か
ら
歴
史

ベ
ー
』
秋
山
書
店

柴
１１
武

（
一
九
人
人
）
『
生
き
て
い
る
日
本
語
　
方
一員
の
探
索
』
講
談
社

杉
村
孝
夫

（
一

，し
た
六
）
「方
言
を
取
り
入
れ
た
看
板
」
『
九
州
方
言
研
究
会
会
報
』
四
　
ｔ
卜
二
貢

杉
＝
孝
夫

（二
０
０

一
）
「，
言
耳
寄
り
情
報

『
ど
ん
ど
″
ど
ん
の
森
旨

『
九
州
坊
言
研
究
会
会
報
』

一
三
　
二
―
四
百

杉
村
孝
夫

（ｉ
Ｏ
〇

一
）
「方
言
耳
寄
り
情
報

『
う
も
～
り
曹
界
島

へ
旨

『
九
州
方
言
研
究
会
会
報
』

一
四
　
二
―
四
頁

杉
村
孝
夫

（■
０
０
三
）
「写
真
に
写
つ
た
方
言
―
鹿
児
島
篇
」
『九
州
方
言
研
究
△天
〓報
』

一
人
　
一
一―
四
頁

彬
村
孝
夫
編

（二
〇
〇
四
）
「写
真
に
写
つ
た
方
言
―
博
多
篇
」
「
九
州
方
言
研
究
会
会
報
』

一
九
　
一一
１
四
質

杉
村
孝
決
欄

（二
〇
〇
四
）
「写
真
に
写
つ
た
方
言
」
『
九
州

，
言
研
究
会
会
報
』
二
〇
　
二
１
四
頁

寺
師
忠
大

（
一
九
人

一
）
『奄
美
方
言
の
研
究
』
私
家
版

十
椰
忠
夫

（
一
九
状
■
）
『
奄
美
方
言
、
そ
の
音
韻
と

，
法
』
根
元
書
房
　
　
・　
　
　
　
・

中
本
正
智

（
一
九
人

一
）
『
図
誌
琉
球
語
辞
典
』
金
鶏
社


